
睡眠障害を伴う
新規うつ病モデルラット

【 特 徴 】

◼高度な向社会性行動を示すラットを用いたうつ病モデル

◼うつ病様の睡眠障害を示す世界初のうつ病モデル動物

◼疾患特異的な症状を長期間示す（社会的回避行動、睡眠障害、不安様行動、
食欲低下、体重減少 など）

【 主 な 結 果 】

2. 社会的回避行動2. 社会的回避行動

3. 睡眠障害

翌日

48時間同居

Ｘ2 サイクル

✓ SDS後から3か月以上続く

✓ 攻撃ラットに加え、見慣れ
ないラットに対しても回避
行動が見られる

✓ 回避行動は抗うつ薬投与で
改善する（一部治療抵抗性
を示す）

✓ ノンレム睡眠時間の減少
レム睡眠時間の増大

✓ 睡眠の断片化亢進
✓ REM潜時の短縮

✓ ノンレム睡眠時間の減少
レム睡眠時間の増大

睡眠時間 睡眠の断片化 REM潜時

✓ うつ病（大うつ病性障害）
との類似点が多い

✓ SDS後、寝つきが悪く
なり、眠りが浅くなる
（1か月以上続く）

14日間の社会
敗北ストレス
（SDS) 負荷

1. モデルラットの作製法

control

stress

Imipramine

Fluoxetine

5日間

連続実施後

翌日
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✓ 共同研究/技術指導

• 新規抗うつ薬や予防薬の薬効評価

• 治療抵抗性うつ病に対する新しいアプローチの開発

• うつ病に伴う睡眠障害の機序解明 など

✓ 実施可能な試験

睡眠障害を伴う
新規うつ病モデルラット

《行動解析》

• オープンフィールド試験

• 体重および摂餌量の測定

• スクロース嗜好性試験

• 高架式迷路試験

• 恐怖条件付け試験

• 新規物体認識試験 (検討中)

《神経生理学的評価》

• 自由行動下での長期の睡眠・覚醒脳波記録
（24時間以上）

• 睡眠段階分類と睡眠パラメータ解析

• 心電図を用いた自律神経系活動の解析（検討中）


